
ひと言アドバイスには、問
題を解くうえでの注意点や、
理解の手助けとなるワンポ
イントなどを書きました。

発展的な内容や、理解を深
めるための内容は、補足に
書かれています。本文と合
わせて読むようにしましょ
う。

数値例を使った方が理解し
やすい場合は、Case Study
を用意しています。数値例
を確認することで、具体的
に理解できるようになって
います。

検定試験合格のためには必
ずしも必要ではないけれど、
知っておくとよいことは
C
コ ラ ム

OLUMNに書きました。
ぜひ、こちらにも目を通し
てほしいと思います。
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第１節　商品売買の基本的な取引

仕訳例４-１　掛け売上時

当社は、得意先Ｂ社に対して商品100円を掛けで販売した。
★第３章では、勘定記入まで示していましたが、第４章以降は、仕訳のみ示し、便宜上、勘定記入は基本
的に省略します。

（借）売 掛 金［資産＋］ 100※1 （貸）売 上［収益＋］ 100※2

※１　商品の売上代金を回収する権利が増加するため、「売掛金」勘定の増加
※２�　掛けであっても、商品を売り上げたことには変わりがないため、現金売上と同様に収益の発生とする

②掛け代金の回収時
掛け代金を回収した場合、「掛け代金を回収する権利」がなくなります。よって、�

「売掛金」勘定（資産）の減少として処理します。

�

財務諸表にすると

Ａ社

B/S

売掛金
ー100

現金
＋100 掛け代金を回収する権利が

減少する。

当社
得意先Ｂ社￥100

現金で回収

仕訳例４-２　掛け代金の回収時　［仕訳例４-１の続き］

後日、上記掛け代金100円を現金で受け取った。

（借）現 金［資産＋］ 100 （貸）売 掛 金［資産－］ 100※1

※１　商品の売上代金を回収する権利が減少するため、「売掛金」勘定の減少

ひと言アドバイス

貸方を「売上」にしてしまう間違いがよくあるよ。「売上」は仕訳例４- １の時点で計上しているため、
仕訳例４- ２の時点では計上しない点に気をつけよう。

補足

商品売買と現金収支のタイミング
［仕訳例４- １］をみてください。この時点ではまだ代金を受け取っていませんが、「売
上」の発生としています。簿記では、「商品を引き渡した時点」が商品の売れたタイミ
ングとして会計処理をするのです。「代金を受け取った時点」が売上時点ではありませ
んので注意してください。同様に、商品を仕入れたタイミングは「商品を受け取った時
点」であり、代金の支払時点ではありません。

（第４章-3�）
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第２節　貸借対照表

Case Study　 貸借対照表と財政状態 
取引１▶会社の設立と資金の借り入れをした場合の貸借対照表
・�当社（Ａ社）は、株主から現金500円の出資
を受け設立された。

・�設立と同時に、銀行から現金300円の借り入
れを行った。

会社設立直後の状況を貸借対照表で表現すると右の
ようになります。
この貸借対照表について、手順を踏んで説明します。

１．大きなＴの字を書き、借方と貸方に分ける
大きなＴの字を書き、中心線を境にして借方（左）

と貸方（右）に分けます（①）。このＴの字が貸借対
照表の原型です。借方は資金の運用形態（なにをもっ
ているか）、貸方は資金の調達源泉（どのように資金
を調達したか）を表します。
今回は、合計800円を調達して、その800円を持って

いるので、左右に800円と記入します（②）。

２．貸方（資金の調達源泉）を２つに分ける
資金の調達源泉は返済義務の有無により区別します。

貸方を２つに分け、上側に返済義務のある金額を記入
し、下側に返済義務のない金額を記入します。今回は、
銀行から借り入れた300円は返済義務があるので上に
書き、株主から出資を受けた500円は返済義務がない
ため下に書きます（③）。

３．３要素を付す
貸借対照表の３つの欄にそれぞれ、資産、負債、資

本という貸借対照表の３要素を付します（④）。
資産：会社が所有するもの
負債：調達額のうち、返済義務がある金額
資本：調達額のうち、返済義務がない金額

Ａ社 銀行

￥ 800

現金

株主

￥300

￥500

現金 800 借入金 300

資本金 500

負債資産

資本

貸借対照表

 資金の
運用形態

 資金の
調達源泉

貸借対照表①

（借方） （貸方）

貸借対照表②

800800

（調達した金額）（もっている金額）

貸借対照表③

300
800

（返済義務あり）

500
（返済義務なし）

貸借対照表④

負債 300

資本 500

資産 800

（第１章-9�）
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第２節　貸借対照表

POINT

１　財政状態とは、資産、負債、資本の状況のこと。

３要素 意味 定位置

資産 資金の運用形態 借方（左側）

負債 資金の調達源泉（返済義務あり） 貸方（右側）

資本 資金の調達源泉（返済義務なし） 貸方（右側）

２　３要素の総額をみると、財政状態の概要がわかる。

 900
 300

 600

900 円運用
している

300 円は
返済義務あり

負債資産

資本

貸借対照表

600 円は
返済義務なし

３　勘定科目をみると、財政状態の詳細がわかる。

現金 700

建物 200

借入金 300

資本金 500
繰越利益
剰余金 100

負債資産

資本

貸借対照表

何がいくらあるか

借り入れによる
支払義務

出資による金額

利益による金額

４．貸借対照表の借方と貸方の合計額は常に一致する。

COLUMN　貸借対照表はバランス・シート

貸借対照表は、英語でバランス・シート（Balance 
Sheet）といいます。ここでのバランスは、天秤と
いう意味です。貸借対照表の借方と貸方の合計額が
一致する点が、まるで「左右が釣り合った天秤」の
ようにみえるため、このような名称となっています。

貸借対照表

資産

借方合計 ＝ 貸方合計

資本

負債

（第１章-11�）

05

本書の特徴と使い方

１�．「簿記の基本だけど、すぐには覚えづらいこと」を、いつでも確認できるように
しました。

２�．本文にはわかりやすさの工夫が多く入っています。
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第１節　商品売買の基本的な取引

仕訳例４-１　掛け売上時

当社は、得意先Ｂ社に対して商品100円を掛けで販売した。
★第３章では、勘定記入まで示していましたが、第４章以降は、仕訳のみ示し、便宜上、勘定記入は基本
的に省略します。

（借）売 掛 金［資産＋］ 100※1 （貸）売 上［収益＋］ 100※2

※１　商品の売上代金を回収する権利が増加するため、「売掛金」勘定の増加
※２�　掛けであっても、商品を売り上げたことには変わりがないため、現金売上と同様に収益の発生とする

②掛け代金の回収時
掛け代金を回収した場合、「掛け代金を回収する権利」がなくなります。よって、�

「売掛金」勘定（資産）の減少として処理します。

�

財務諸表にすると

Ａ社

B/S

売掛金
ー100

現金
＋100 掛け代金を回収する権利が

減少する。

当社
得意先Ｂ社￥100

現金で回収

仕訳例４-２　掛け代金の回収時　［仕訳例４-１の続き］

後日、上記掛け代金100円を現金で受け取った。

（借）現 金［資産＋］ 100 （貸）売 掛 金［資産－］ 100※1

※１　商品の売上代金を回収する権利が減少するため、「売掛金」勘定の減少

ひと言アドバイス

貸方を「売上」にしてしまう間違いがよくあるよ。「売上」は仕訳例４- １の時点で計上しているため、
仕訳例４- ２の時点では計上しない点に気をつけよう。

補足

商品売買と現金収支のタイミング
［仕訳例４- １］をみてください。この時点ではまだ代金を受け取っていませんが、「売
上」の発生としています。簿記では、「商品を引き渡した時点」が商品の売れたタイミ
ングとして会計処理をするのです。「代金を受け取った時点」が売上時点ではありませ
んので注意してください。同様に、商品を仕入れたタイミングは「商品を受け取った時
点」であり、代金の支払時点ではありません。

（第４章-3�）

「財務諸表のひな形」を左
側ページの上部に掲載して
います。

これから学習する内容の概
略を把握できるようになっ
ています。

左側のページには、左を意
味する「借方」、右側のペ
ージには、右を意味する 
「貸方」を記載しています。

その論点でおさえるべき、
勘定科目と、用語をまとめ
ています。

仕訳例では、５要素とその
増減が一目でわかるように
しています。

文章によるわかりやすい説
明だけでなく、図解を多く
盛り込んでいます。

176　　借 方　

損益計算書（Ｐ／Ｌ） 貸借対照表（Ｂ／Ｓ）
費用 収益 資産 負債

資本

例題８-１
次の取引について、仕訳を示しなさい。
⑴�　当社は従業員が負担すべき生命保険料25,000円について、現金で支払った。
⑵�　従業員に給料340,000円を支給するに際して、上記の立替額25,000円を控除
した残額315,000円を普通預金から支払った。

⑶�　当社は、Ｄ社の売掛金50,000円をＤ社の代わりに現金で受け取った。
⑷�　上記50,000円について、当座預金からＤ社に支払った。

解答欄
日付 借方科目 金額 貸方科目 金額
⑴
⑵

⑶
⑷

▪解答解説

日付 借方科目 金額 貸方科目 金額
⑴ 従業員立替金 25,000 現 金 25,000
⑵ 給 料 340,000 従業員立替金 25,000

普 通 預 金 315,000
⑶ 現 金 50,000 預 り 金 50,000
⑷ 預 り 金 50,000 当 座 預 金 50,000

POINT

１．一時的に金銭を立て替え払いした場合は「立替金」勘定（資産）の増加とする。
２．一時的に金銭を預かった場合は「預り金」勘定（負債）の増加とする。

COLUMN　勘定科目と送り仮名

基本的に勘定科目は漢字のみで表記され、送り仮名はつけません。しかし、「預り
4

金」
勘定は例外的に送り仮名をつけます。これは、送り仮名をつけなかった場合「預金」勘
定となり、意味が変わってしまうからです。

（第８章-4�）
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損益計算書（Ｐ／Ｌ） 貸借対照表（Ｂ／Ｓ）
費用 収益 資産 負債

資本

１　掛け取引（代金の後払い）
CHECK

勘定科目 売掛金（資産＋|－）：�商品を掛け売上したことによって生じた、代金を回収
する権利

買掛金（負債－|＋）：�商品を掛け仕入したことによって生じた、代金を支払
う義務

用　語 掛け取引：代金を後払いで行う取引

⑴　取引の概要
商品売買取引を迅速に行うため、先
に商品の受け渡しを行い、後日、代金
決済をすることがあります。このよう
に、代金を後払いで行う取引のことを
「掛け取引」といいます。

⑵　売上側の会計処理
①掛け売上時
商品を掛けで売った場合、「掛け代金を回収する権利」が生じます。この権利は「売

掛金」勘定（資産）で表します。よって、「売掛金」勘定の増加として処理します。

商品
掛け売上Ａ社

B/S
売掛金
＋100

P/L
売上
＋100

利益
＋100利益

＋100

※正式には繰越利益剰余金

※
掛け代金を回収する権利
として、資産が増加する。

当社
得意先Ｂ社

￥100

財務諸表にすると

第１節　商品売買の基本的な取引
会社の主たる事業である、商品売買についてみていきます。重要な取引であるから
こそ、論点が様々あるのですが、まず第１節においては、商品売買の基本的な取引
について学習していきます。

代金は後払い

商品の受け渡し

売上側 仕入側
Ａ社 Ｂ社商品

￥××

（第４章-2�）
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損益計算書（Ｐ／Ｌ） 貸借対照表（Ｂ／Ｓ）
費用 収益 資産 負債

資本

例題８-１
次の取引について、仕訳を示しなさい。
⑴�　当社は従業員が負担すべき生命保険料25,000円について、現金で支払った。
⑵�　従業員に給料340,000円を支給するに際して、上記の立替額25,000円を控除
した残額315,000円を普通預金から支払った。

⑶�　当社は、Ｄ社の売掛金50,000円をＤ社の代わりに現金で受け取った。
⑷�　上記50,000円について、当座預金からＤ社に支払った。

解答欄
日付 借方科目 金額 貸方科目 金額
⑴
⑵

⑶
⑷

▪解答解説

日付 借方科目 金額 貸方科目 金額
⑴ 従業員立替金 25,000 現 金 25,000
⑵ 給 料 340,000 従業員立替金 25,000

普 通 預 金 315,000
⑶ 現 金 50,000 預 り 金 50,000
⑷ 預 り 金 50,000 当 座 預 金 50,000

POINT

１．一時的に金銭を立て替え払いした場合は「立替金」勘定（資産）の増加とする。
２．一時的に金銭を預かった場合は「預り金」勘定（負債）の増加とする。

COLUMN　勘定科目と送り仮名

基本的に勘定科目は漢字のみで表記され、送り仮名はつけません。しかし、「預り
4

金」
勘定は例外的に送り仮名をつけます。これは、送り仮名をつけなかった場合「預金」勘
定となり、意味が変わってしまうからです。

（第８章-4�）
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第２節　給料の支払い（源泉徴収）

１　所得税と源泉徴収制度
CHECK

勘定科目 所得税預り金（負債－|＋）：�源泉徴収した所得税を納付する義務
※「所得税預り金」勘定は、「従業員預り金」勘定を用いる場合もあります。

用　語 源泉徴収制度：�従業員負担の所得税や社会保険料について、給料から差し引
いたうえで従業員に代わって会社が納付する制度のこと

所 得 税：給料に対してかかる税金（負担者は従業員）

⑴　取引の概要
従業員の給料には所得税という税金がかかります。本来、所得税は従業員が納付
すべきものですが、源泉徴収制度により、会社が納付することとなっています。具
体的には、次のような取引になります。
①給料日（給料100,000円、所得税5,000円の場合）
本来、会社は給料総額100,000円を従業員へ支払う
べきです。しかし、実際に支払う金額は、所得税
5,000円を差し引いた95,000円のみとなります。このよ
うに、給料から差し引く（預かる）ことを源泉徴収と
いいます。なお、源泉徴収後の95,000円を手取金とい
います。
②翌月
所得税5,000円は会社が預かっているため、会社が
税務署へ納付します。このように、源泉徴収制度では、
会社が従業員の代わりに所得税を納付することになり
ます（実際には、全従業員の金額をまとめて納付しま
す★）。

★源泉徴収制度を採用することで、税務署の徴税手続きの事務負担が軽減できるメリットがあります。

第２節　給料の支払い（源泉徴収）
給料の支払いを理解するためには、源

げんせん

泉徴
ちょうしゅう

収制
せい

度
ど

への理解が不可欠です。源泉徴収
制度を理解したうえでおさえるようにしましょう。

￥￥5,000

￥￥95,000

所得税を預かる

従業員

支払い

Ａ社
当社

従業員

税務署￥￥5,000

所得税の納付

Ａ社
当社

（第８章-5�）
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決算の全体像がイメージで
きるようになっています。

決算の奥深さを知ってもら
うために、「もっと深く知
る」を用意しました。内容
としては、日商簿記検定３
級を超えていますが、より
上位の資格を目指す方はぜ
ひ読んでみて下さい。
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第２節　減価償却

２　減価償却の具体的処理①（当期首に取得した場合）

・当期首に建物を現金3,000円で取得した。
・減価償却は、耐用年数３年、残存価額ゼロ、定額法により行う。

〈決算整理の全体像〉

期中手続き

期首

建物取得 3,000 減価償却費 1,000 帳簿価額 2,000

決算日

Step1 決算整理前残高試算表
決算整理手続き

Step3 決算整理後残高試算表

Step2 決算整理仕訳

1,000建 物 3,000 3,000現 金/ 減価償却費 1,000減価償却累計額/

建物 減価償却累計額

3,000
取得原価

減価償却費 建物 減価償却累計額

3,000
取得原価

1,000
減価償却額減価償却額

1,000

減価償却費

決算整理前残高試算表

財務諸表
計上額

減価償却累計額

減価償却費

3,000
取得原価 取得原価

残高なし

建 物

－

決算整理後残高試算表

減価償却累計額

減価償却費

3,000 建 物

1,000

1,000
残高なし 当期末までの

減価償却合計

－

当期の費用

⑴　決算整理仕訳（Step2）
当期の減価償却額1,000円※１について、費用計上するとともに、資産を減額させ

ます。具体的には、借方は「減価償却費」勘定（費用）の発生、貸方は「減価償却
累計額」（資産の控除項目）とします。
「減価償却累計額」勘定は、固定資産の価値減少額を集計する評価勘定です。

（借）減価償却費 ［費用＋］ 1,000※1 （貸）減価償却累計額 ［資産控除＋］ 1,000※2

※１　減価償却費：取得原価3,000÷耐用年数３年＝1,000

当期の減価償却額
減価償却費 （費用）

1,000
当期の減価償却額

1,000

減価償却累計額（資産の控除項目）

1,000
当期の減価償却費

（P/L計上額）
1,000

当期末までの
減価償却費の合計

（B/S計上額）
　

（第12章-7 ）
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第３節　貸倒引当金の設定

もっと深く知る
貸倒引当金を設定するのはなぜ？

貸倒見積高は当期に貸倒れたわけではないにも関わらず、なぜ当期の費用とする
のでしょうか？

・�Ｘ１期に10,000円の掛け売上を行った。Ｘ１期末において売掛金は未回収
である。

・Ｘ２期に、上記売掛金のうち9,800円を回収し、200円が貸倒れた。

この場合、最終的に現金回収できた金額は9,800円なので、利益は9,800円となる
べきです。では、これをもとに、貸倒引当金を設定しない場合の損益計算書をみて
みましょう。

〈貸倒引当金を設定しない場合の損益計算書〉

Ｘ１期 Ｘ２期 合計
売 　 　 上 10,000 0 10,000
貸 倒 損 失 0 200 200
利 　 　 益 10,000 △200 9,800

Ｘ１期とＸ２期の利益合計はちゃんと9,800円になっています。しかし、Ｘ１期
だけに注目してみると、Ｘ１期の利益は10,000円となっており、利益が200円過大
計上になってしまっています。このように、貸倒引当金を設定しないと利益の過大
計上となる点が問題なのです。

この問題を解決するのが、貸倒引当金の設定です。Ｘ１期の決算整理仕訳でＸ２
期の貸倒損失を先に計上することで、Ｘ１期の利益が過大計上になるのを防ぐこと
ができるのです。

〈貸倒引当金を設定した場合の損益計算書〉

Ｘ１期 Ｘ２期 合計
売 　 　 上 10,000 0 10,000
貸倒引当金繰入 200 0 200
利 　 　 益 9,800 0 9,800

（第12章-29 ）
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３�．もちろん、問題を解く力も身につけられるようになっています。

４��．日商簿記検定３級で一番難しい決算（第12章）は、より詳しい説明にしました。

各論点ごとに例題を載せて
います。例題が解けるよう
になることを目標に、学習
を進めましょう。

各論点の終わりに、ポイン
トが書いてあるので、効率
的に学習することができま
す。

復習がしやすいよう、その
論点のまとめを載せていま
す。

128　　借 方　

損益計算書（Ｐ／Ｌ） 貸借対照表（Ｂ／Ｓ）
費用 収益 資産 負債

資本

例題４-12
次の取引について、仕訳を示しなさい。
⑴�　当期に得意先Ｊ社から受け取った約束手形6,900円が、Ｊ社の倒産により
全額貸し倒れた。
⑵�　前期に貸倒処理したＷ社に対する売掛金4,000円を現金で回収した。

解答欄
日付 借方科目 金額 貸方科目 金額
⑴
⑵

▪解答解説

日付 借方科目 金額 貸方科目 金額
⑴ 貸 倒 損 失 6,900 受 取 手 形 6,900
⑵ 現 金 4,000 償却債権取立益 4,000

POINT

１．売上債権の貸倒れが生じた場合は、「貸倒損失」勘定（費用）の発生とする。
２�．前期以前に貸倒処理した債権を当期に回収した場合は、「償却債権取立益」勘定（収
益）の発生とする。

（第４章-38�）

128　　借 方　

損益計算書（Ｐ／Ｌ） 貸借対照表（Ｂ／Ｓ）
費用 収益 資産 負債

資本

例題４-12
次の取引について、仕訳を示しなさい。
⑴�　当期に得意先Ｊ社から受け取った約束手形6,900円が、Ｊ社の倒産により
全額貸し倒れた。
⑵�　前期に貸倒処理したＷ社に対する売掛金4,000円を現金で回収した。

解答欄
日付 借方科目 金額 貸方科目 金額
⑴
⑵

▪解答解説

日付 借方科目 金額 貸方科目 金額
⑴ 貸 倒 損 失 6,900 受 取 手 形 6,900
⑵ 現 金 4,000 償却債権取立益 4,000

POINT

１．売上債権の貸倒れが生じた場合は、「貸倒損失」勘定（費用）の発生とする。
２�．前期以前に貸倒処理した債権を当期に回収した場合は、「償却債権取立益」勘定（収
益）の発生とする。

（第４章-38�）

252　　借 方　

損益計算書（Ｐ／Ｌ） 貸借対照表（Ｂ／Ｓ）
費用 収益 資産 負債

資本

CHECK

勘定科目 減
げん

価
か

償
しょうきゃく

却累
るいけいがく

計額（資産の控除項目－|＋）：�減価償却による固定資産の減少額
を意味する評価勘定

減価償却費（費用＋|－）：�固定資産の当期の価値減少額を表す費用

用　語 耐
たいようねんすう

用年数：固定資産の利用可能年数
残
ざんぞん

存価
か

額
がく

：耐用年数到来時の見積売却価額
帳簿価額：取得原価から減価償却累計額を控除した金額

まとめ

決算整理前残高試算表 ・�建物は前期首に取得したものであ
り、減価償却は、耐用年数３年、
残存価額ゼロ、定額法により行っ
ている。

借方残高 勘定科目 貸方残高
3,000 建 物

減価償却累計額 1,000

〈決算整理仕訳〉

（借）減価償却費 ［費用＋］ 1,000 （貸）減価償却累計額 ［資産控除＋］ 1,000

〈財務諸表〉

建物 3,000
△2,000 1,000

貸借対照表

減価償却
累計額

当期末までの減価
償却費の合計

帳簿価額

取得原価
減価償却費 1,000

損益計算書

当期の減価償却費

（取得原価 － 残存価額）÷ 耐用年数
　  3,000                0                    ３年

第２節　減価償却
当期首に建物を3,000円で取得し１年間使用した。――この場合、決算整理をしな
いと建物の金額が取得時の金額のままになってしまいます。建物は１年間の使用に
より劣化するため、価値の減少を反映させるために決算整理を行います。

取得原価
建物

貸借対照表決算整理前残高試算表

当期末の価値
建 物3,000 2,000

当期の価値の減少を
反映させる。

決算整理

（第12章-4�）
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日商簿記検定３級について

受験資格 なし

申込期日 受験日の約２ヶ月前から約１ヶ月間（受験希望地の商工会議所によ
って、申込期日や申込方法は異なる）

受験日 ６月中旬（第２日曜日）、11月下旬（第３日曜日）、２月下旬（第４
日曜日）

受験料 2,850円（税込み）

試験科目 商業簿記

試験時間 120分（９時開始）

合格基準 70％以上

筆記用具について 試験では、HBまたはＢの黒鉛筆、シャープペン、消しゴムが使用可
（ラインマーカー、色鉛筆、定規等は使用不可）

計算器具について

電卓、そろばんは使用可（ただし、電卓は、計算機能(四則演算)の
みのものに限り、例えば、次の機能があるものは持ち込み不可。印
刷（出力）機能、メロディー（音の出る）機能、プログラム機能（例：
関数電卓等の多機能な電卓、売価計算・原価計算等の公式の記憶機
能がある電卓）、辞書機能（文字入力を含む）ただし、次のような機
能は、プログラム機能に該当しないものとして、試験会場での使用
を可とします。日数計算、時間計算、換算、税計算、検算 (音の出
ないものに限る)

計算用紙について 試験では計算用紙（A4サイズ）が１枚配布される

合格率 50％前後であることが多い

※本書の刊行時のデータです。最新の情報は商工会議所のWEBサイトをご確認ください。（https://www.
kentei.ne.jp/bookkeeping）

書籍の訂正について

　　発行後に判明した誤植等の訂正については、下記のURLに記載しております。
cpa-learning.com/boki_teisei
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２　簿記は帳簿記入の略
財務諸表を作成するためには、「会社が行う日々の取引を、帳簿★に記入する」

ことが必要です。そのため、簿記では、帳簿の記入方法について勉強します。簿記
という名称は、「帳簿記

4 4

入」の略語と言われています。
★帳簿は、会社の取引を記録するための「ノート」というイメージです。

日々の取引

帳簿に記入

1年の始まり 1 年の終わり

財務諸表の作成 財務
諸表帳簿

簿記で勉強

３　簿記の主語は当社
簿記では、「当社は商品を仕入れた」、「当社は商品を販売した」というように、

主語が当社（自分の会社のこと）になります。そのため、簿記を勉強する際は、会
社目線で物事を考えていくことが大事になります。

４　借
か り か た

方と貸
か し か た

方
簿記の大きな特徴として、「左右に分ける」という点が挙げられます。例えば、

帳簿に記入する際は左右に分けて行います。また、財務諸表は左右に分けられてい
ます。このように、左右に分けるというのは、簿記の根幹といえるくらい非常に重
要な点なのです。

このとき、簿記では左側のことを「借方」、右側のことを「貸方」といいます。
この言葉は、簿記を学習する上で覚えるようにして下さい。聞き慣れない言葉なの
で、覚えづらそうに思えますが、覚え方は簡単です。下記のように「借」と「貸」
をひらがなで書けば、「かり

4

は左を指していて、かし
4

は右を指している」というこ
とが一目瞭然だからです★。なお、借方を（借）、貸方を（貸）と表現することも
あります。また、「貸

たい

借
しゃく

」は左右を意味します。
★「“借”金と左側は関係ある」と考えると、非常に混乱することになり
ます。借方・貸方という言葉に特に意味はないと思って、単に覚える
ようにしましょう。

か かし
借方は左 貸方は右

（序章-3 ）
2　　借 方　

１　簿記で勉強すること（簿記の目的）
簿記では、「財

ざい

務
む

諸
しょ

表
ひょう

を作成するまでの一連の流れ」を勉強します。財務諸表とは、
簡単に言えば会社の成績表です。財務諸表には、「その会社がいくらお金をもって
いる、いくら借金している」ということや、「いくら儲かったのか」ということが
書いてあり、多くの人（利害関係者といいます）が活用しています。

●利害関係者と活用例
利害関係者 財務諸表の活用例

投資家（株主） その会社にお金を出資するかどうかの判断材料にする。

銀行 その会社にお金を貸すかどうかの判断材料にする。

取引先 その会社と取引をしていいかどうかの判断材料にする。

取引先Ａ社
銀行

株主

作成 活用財務
諸表

Ａ社の成績表

「財務諸表があるからこそ、世の中の経済が上手く回っている」と言われるくらい、
財務諸表は重要な書類です★。簿記では、そんな重要な書類である財務諸表の作成
方法について学習します。

★ちなみに、実際の財務諸表はEDINET（https://disclosure.edinet-fsa.go.jp/）や、その会社のWEB
サイトから確認ができます。

簿記とは
今日から簿記の学習が始まります。ところで、簿記ってそもそも何なのでしょうか。
まず始めに、簿記の簡単なイメージをつかんでおきましょう。

（序章-2 ）
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財務諸表 

（貸借対照表と損益計算書）

1★2★

4　　借 方　

５　簿記の用語
借方・貸方というほどではなくても、簿記では、あまり日常では使われない用語

が多く登場します。学習する過程で、簿記の用語に慣れるようにしましょう。

●簿記でよく出てくる用語の一例
用語 意味

出資を受ける 株主から元
もと

手
で

となる資金をもらうこと

借り入れる／貸し付ける 銀行からお金を借りること／お金を貸すこと

得意先／仕入先 商品の販売先（お客さん）／商品の購入先

掛
か

けにする 代金を後払いにすること

売り上げる 商品を販売すること

当社 自分の会社（自社）のこと

同社 問題文で直前に出てきた会社のこと

取得する 購入すること

X●年○月期 X●年○月に終わる１年間のこと（X2年３月期は、X1年
４月〜 X2年３月の１年間を意味する）

X●年度 X●年から始まる１年間のこと（X2年度は、X2年から始
まる１年間を意味する）

△ マイナスのこと（△100は、−100を意味する）

＠ 単価のこと（＠100円は、１つ当たり100円を意味する）

（序章-4 ）
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　貸 方　　7

第１節　財務諸表の概要

２　簿記の５要素
財政状態と経営成績を示すために、財務諸表は５つの要素に分けて作成するルー

ルになっています。この５つの要素を「簿記の５要素」といい、具体的には次の５
つをいいます。

資産 負債 資本 収益 費用

５要素のうち３要素（資産、負債、資本★）は貸借対照表で使用し、残りの２要
素（収益、費用）は損益計算書で使用します。

★資本にのみ別名があり、純資産ともいいます。

資産　負債　資本 収益　費用

貸借対照表

資産
負債
資本

損益計算書
収益費用

３　勘
か ん

定
じょう

科
か

目
も く

例えば、現金を500円、土地を300円分持っている場合、貸借対照表には「現金　
500円、土地　300円」と書きます。このように、財務諸表では名称と金額をセット
にして表示します。この名称のことを「勘定科目」といい、勘定科目は簿記の５要
素のいずれかに属します。学習を進めていく際は、「その勘定科目はどの要素に属
するのか」をおさえることが重要です。

貸借対照表

資産 負債
買掛金 100

借入金 300

現金 500

土地 300

貸付金 200
資本

資本金 600

勘定科目は５要素のいずれかに属する

勘定科目と
金額は
セットで表示

●勘定科目の例（詳しくは後述）
簿記の５要素 勘定科目

資産

現　金

土　地

貸
かしつけきん

付金

負債 買
かいかけきん

掛金

借
かりいれきん

入金
資本 資

し

本
ほん

金
きん

（第１章-3 ）
6　　借 方　

損益計算書（Ｐ／Ｌ） 貸借対照表（Ｂ／Ｓ）
費用 収益 資産 負債

資本

１　貸借対照表と財
ざ い せ い

政状
じょう

態
た い

、損益計算書と経
け い え い せ い せ き

営成績
会社は１年に１回、「財政状態」と「経営成績」という２つの成績を報告するた

めに、２つの財務諸表（会社の成績表）を作成します。２つの財務諸表にはそれぞ
れ名称があり、「貸

たい

借
しゃく

対
たい

照
しょう

表
ひょう

」と「損
そんえきけいさんしょ

益計算書」といいます。
会社は貸借対照表で財政状態を報告し、損益計算書で経営成績を報告します。財

政状態と経営成績の意味はこれから詳しく学習していきますが、簡単に表現すると
次のようになります。

財政状態 今、何をいくら持っているのか（財産の状態）

経営成績 この１年間で、何をしてどれくらい儲かったか（儲けの状況）

期首

１年間の儲け
（経営成績）

今、持っているもの
（財政状態）

期末

損益計算書 貸借対照表

簿記の学習は、貸借対照表と損益計算書を理解するところから始まります。この
第１章でしっかり理解していきましょう。

補足

英語表記と略語
財務諸表は、英語表記の頭文字をとって、略語で表現することが一般的です★。
財務諸表　 ：Financial Statements  …………  F/S（エフエス）
貸借対照表：Balance Sheet  …………………  B/S（ビーエス） 
損益計算書：Profit and Loss Statement  …  P/L（ピーエル）

★実務では略語を用いることがよくあるため、最終的にはおさえるようにしましょう。

第１節　財務諸表の概要
さあ、簿記の学習がここからスタートします。最初に学習するのは、序章でも登場
した財務諸表。簿記の目的である財務諸表って一体どういうものなのでしょうか？
第１節で大まかに説明したうえで、第２節以降で詳細を説明します。

（第１章-2 ）
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第２節　貸借対照表

１　貸借対照表と財政状態

⑴　貸借対照表のひな形
下記の表が貸借対照表です。第２節の目標はこの表が読めるようになることです。

簡略化

貸借対照表

負債
借入金 300

資産
現金 700
建物 200

資本
資本金 500
繰越利益
剰余金 100

　貸借対照表　
Ａ社　　　　　Ｘ１年３月31日  （単位：円）

現 金 700 借 入 金 300
建 物 200 資 本 金 500

繰越利益剰余金 100
資 産 合 計 900 負債・資本合計 900

⑵　貸借対照表のポイント
貸借対照表にはポイントが３つあります。

ポイント① 借
かりかた

方に資産、貸
かしかた

方には負債と資本（負債が上で、資本が下）

ポイント② 借方と貸方の合計額は一致する

ポイント③ いつ時点の財政状態なのかを記載する

ポイント①
借方は資産

ポイント①
貸方の上に負債項目を記載

貸方の下に資本項目を記載

ポイント② 借方と貸方の合計額は一致する

ポイント③
いつ時点の財政状態なのかを記載する　貸借対照表　

Ａ社　　　　　Ｘ１年３月31日  （単位：円）

現 金 700 借 入 金 300
建 物 200 資 本 金 500

繰越利益剰余金 100
資 産 合 計 900 負債・資本合計 900

ひと言アドバイス

借方は左側、貸方は右側って意味だよ。詳しくは序章（3ページ）を確認してみよう。

第２節　貸借対照表
財政状態を表す貸借対照表と、経営成績を表す損益計算書のうち、まずは貸借対照
表から学習していきます。貸借対照表を理解することが損益計算書の理解につなが
りますので、きちんとマスターしましょう。

（第１章-5 ）
8　　借 方　

損益計算書（Ｐ／Ｌ） 貸借対照表（Ｂ／Ｓ）
費用 収益 資産 負債

資本

補足

勘定科目と英単語の共通点
勘定科目は英語における英単語のようなイメージです。

・５要素と品詞
英単語の場合、playは動詞、sheは人称代名詞というように、英単語ごとに品詞が決

まっています。勘定科目の場合も、現金は資産、借入金は負債というように、勘定科目
ごとに５要素が決まっています。

・勘定科目名とスペル
英単語はそのスペルが決まっているように、勘定科目もその名称は決まっています。

例えば、お金を意味する「現金」という勘定科目に、「お金」や「小銭とお札」といっ
たような「現金」ではない勘定科目名を使用することはできません（ただし、複数の勘
定科目名が許容されているものはあります）。

なお、勘定科目の数は英単語よりも少ないため、無理に覚えようとせずに、勉強して
いくなかで自然と覚えていくのがよいでしょう。勘定科目は日本語なので、英単語より
も直感的に意味がつかみやすいと思います。

POINT

１．２種類の財務諸表と簿記の５要素
貸借対照表：資産、負債、資本の３要素を用いて財政状態を報告する。
損益計算書：収益、費用の２要素を用いて経営成績を報告する。
２．財務諸表では勘定科目と金額をセットで表示する。

COLUMN　財務諸表は貸借対照表と損益計算書だけじゃない。

財務諸表は貸借対照表と損益計算書だけではありません。その他に、株主資本等変動
計算書とキャッシュ・フロー計算書があります。
日商簿記検定では、２級で株主資本等変動計算書を、１級でキャッシュ・フロー計算
書を学習することになります。

（第１章-4 ）
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第２節　貸借対照表

Case Study　 貸借対照表と財政状態 
取引１▶会社の設立と資金の借り入れをした場合の貸借対照表
・ 当社（Ａ社）は、株主から現金500円の出資

を受け設立された。
・ 設立と同時に、銀行から現金300円の借り入

れを行った。

会社設立直後の状況を貸借対照表で表現すると右の
ようになります。

この貸借対照表について、手順を踏んで説明します。

１．大きなＴの字を書き、借方と貸方に分ける
大きなＴの字を書き、中心線を境にして借方（左）

と貸方（右）に分けます（①）。このＴの字が貸借対
照表の原型です。借方は資金の運用形態（なにをもっ
ているか）、貸方は資金の調達源泉（どのように資金
を調達したか）を表します。

今回は、合計800円を調達して、その800円を持って
いるので、左右に800円と記入します（②）。

２．貸方（資金の調達源泉）を２つに分ける
資金の調達源泉は返済義務の有無により区別します。

貸方を２つに分け、上側に返済義務のある金額を記入
し、下側に返済義務のない金額を記入します。今回は、
銀行から借り入れた300円は返済義務があるので上に
書き、株主から出資を受けた500円は返済義務がない
ため下に書きます（③）。

３．３要素を付す
貸借対照表の３つの欄にそれぞれ、資産、負債、資

本という貸借対照表の３要素を付します（④）。
資産：会社が所有するもの
負債：調達額のうち、返済義務がある金額
資本：調達額のうち、返済義務がない金額

Ａ社 銀行

￥ 800

現金

株主

￥300

￥500

現金 800 借入金 300

資本金 500

負債資産

資本

貸借対照表

 資金の
運用形態

 資金の
調達源泉

貸借対照表①

（借方） （貸方）

貸借対照表②

800800

（調達した金額）（もっている金額）

貸借対照表③

300
800

（返済義務あり）

500
（返済義務なし）

貸借対照表④

負債 300

資本 500

資産 800

（第１章-7 ）
10　　借 方　

損益計算書（Ｐ／Ｌ） 貸借対照表（Ｂ／Ｓ）
費用 収益 資産 負債

資本

ポイント①に「借方に資産、貸方には負債と資本」とありますが、この位置が３
要素それぞれの定位置です。それぞれの定位置は非常に重要なので、しっかり覚え
るようにしましょう。

ひと言アドバイス

貸借対照表の図を繰り返し書いて覚えるのがオススメ。ちなみに本書では、ページの左上でいつで
も確認できるようになってるよ。

また、ポイント②の「借方と貸方の合計額は一致する」を計算式★にすると次の
ようになります。

★貸借対照表等式といいます。

資産の金額 ＝ 負債の金額 ＋ 資本の金額

１ページ前の貸借対照表でいうと、「資産900＝負債300＋資本600」ですね。

⑶　財政状態とは
第１節では、「財政状態を簡単に言えば『いま、何をいくら持っているか』を示

すこと」と説明しましたが、正確には、次の３要素を示すことをいいます。

資産の額 どのような資産がどれくらいあるか？

負債の額 どのような負債がどれくらいあるか？

資本の額 資本をどのように増やしたか？

これらの内容について、次のページから始まるCase Studyを使って具体的に説
明していきます。

補足

出資と借り入れ
Case Studyに入る前に「出資」と「借り入れ」の違いを確認しておきましょう。
どちらも会社が資金を集める手段なのですが、「出資を受けた金額は返済する必要が

ない」、「借り入れた金額は返済する必要がある」という違いがあります。

（第１章-6 ）


